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智
顗

と
吉
蔵

の
二
諦
義

の

一
断
面

柏

倉

明

裕

現
存

す
る

『
法
華
玄
義
』
は
、
天
台
大
師
智
顗
が

講
説
し
た
も
の
を

弟
子
の
灌
頂
と
筆
録
し
と
幾
度
か
の
再
治
を
経
て
と
、今
日
に
伝
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
(
1
)

『
法
華
玄
義
』
に
は
と
灌

頂
と

整
理
を
行
っ

た
際
に
、

吉
蔵

の

『
法
華
玄
は
』
を
参
照
に
し
て
て
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
そ
の

際
に
参

照
し
た
吉
蔵
の
思
想
が
、
天
台
教
学

の
深
奥
に
ま
で
及
ん
で
い

る
の
か
、
智
顗

の
思
想
を
論
ず
る
場
合
、

避
け
ら
れ
な
い
問
題
と
な

つ

て
い
る
。
天
台
教
学
の
思
想
内
容
に
於
け
る
三
は
教
学
の
影
響
と
い
う

こ
い
は
、
先
ず
両
者
の
教
学
全
体
に
於
け
る

一
つ
一
つ
の
言
葉

の
意
味

が
如何
な
る
思
想
背
景
に
よ

つ
て
語
ら
れ
て
い
る
か
、
個

々
の
言
葉

の

概
念
の
確
認
か
ら
始
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
て
だ
ろ
う
。
(
3
)

故
に
拙
論
で
は

両
者

の
二
諦
を
め
ぐ
る
説
意
を
探
り
、
両
者
の
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
点

を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

先
ず

天
台
に
於
け
る
境
の
概
念
に

つ
い
て
、
『
法
華
玄
義
』
の
中
で

境
、
智
、

行
の
三
妙
は
因
中
所
乗
の
三
軌
と
し
て
扱
わ
れ
さ
「不
縦
不

横
而
三
而

一
」
(大
正
、
三
三
、
七
一
四
、
b
)
と
い
う
不
即
不
離
の
密
接

な
関
係
と
し
て
表
現
さ
れ
て
て
る
。
吉
蔵
に
於
け
る
境
と
智
と
行
の
関

係
を
見
る
い
と
境
は

「
二
諦
の
教
な
る
を
禀

け
、
二
智
を
発
生
し
、
教

の
転
ず
る
た
境
と
名
つ
く
」
(大
正
、
四
五
、
八
七
、
c
)
と
あ

る

よ
う

に
、
吉
蔵
は
境

の
義
に
つ
い
て
、
境
と
は
如
来
の
教
え
が
方
便
仮
説
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
教
え
に
執
ら
わ
れ
ず
教
を
転
ず
る
無
執
着

の
境
地

で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
三
論
教
学
の
初
章

の
立
場
に
立

つ
て
、独
自

の
意
味
に
場
を
理
解
し
て
い
る
こ
い
を
表
し
て
て
る
。
ま
た
吉
蔵
の
教

学
で
、
天
台
教
学
の
よ
う
に
境
と
行
の
関
係

に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
る

こ
と
は
見
ら
れ
な
て
い
思
わ
れ
る
。

ま
た

『法
華
玄
義
』
は
当
時
の
二
諦
説
た
次
の
よ
う
に
見
な
し
て
い

る
。荘

厳
の
旻
、
仏
果
、
二
諦
の
外
に
出
づ
る
に
拠
り
て
、
中
論
師
の
為
に
覈
せ

ら
る
。
(中
略
)
粱
世
の
成
論
、
世
諦
を
執
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
(中

略
)
陳
世
の
中
論
、
破
立
同
じ
か
ら
ず
。
或
ひ
は
古
来
の
二
十
三
家
の
二
諦

の
義
を
明
か
す
を
破
し
て
自
ら
二
諦
の
義
を
立

つ
。
(中
略
)
古
今
の
異
執

各
証
拠
を
引
き
、
自
ら

一
文
を
保
ち
て
余
説
を
信
じ
ず
。
今
、
謂
は
く
爾
ら

ず
。
(大
正
、
三
三
、
七
〇
二
、
b
)
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『
法
華
玄
義
』
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
経
論
た
証
拠
と

し

つ
そ

の

一
文

に
執
着
し
て
是
非
を
論
じ
、
他
人
の
説
を
顧
み
る
こ
と
が
な
い

と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
諦
義
を

「
今
謂
不
爾
」
と
斥
け
、

さ
ら
に
続
け
て

「
夫
れ
経
は
の
異
説
は
、
悉
く
是
れ
如
来
の
善
権
方
便

な
り
。
根
を
知
り
、
欲
を
知
り
て
種
々
同
し
か
ら
ず
。
」
(大
正
、
三
三
、

七
〇
二
、
b
)
と
、
如
来
が
善
権
方
便
と
し
て
説
て
た
説
法
の
意
を
知
る

べ
き
こ
と
を
説
く
。
さ
ら
に
如
来
の
意
図
と
し
て
随
情
、
随
情
智
、
随

智

の
三
種
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
如
来
の
三
意
を
識

つ
て
、
偏
え
に

一
文
に

執
着
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
勧
め
る
。
特
に
随
智
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
「
聖
人
、
理
を
悟
れ
ば
但
真
た
見
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
能
く
俗

た
了
す
。
眼
の
膜
を
除
け
ば
色
を
見
、
空
を
見
る
が
ご
と
し
」
(大
正
、

三
三
、
七
〇
二
、
b
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
真
を
見
る
の
み
で

は
な
く
能
く
世
俗
の
こ
と
を
照
ら
す
こ
と
を
智
と
い
う
。
こ
の
点
が
吉

蔵
と
の
智

の
概
念
と
少
し
く
相
違
が
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
天
台
教
学

で
は
空
に
但
空
と
不
但
空
の
二
種
あ
り
と
し
、
が
だ
空
無
執
着
を
理
解

す
る
だ
け
で
な
く
、
智
慧
の
あ
る
者
は
不
空
で
あ
る
衆
生
教
化
と
し
て

の
仮
を
識
る
こ
と
も
空
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
天
台
に
於
け
る
空
に
は

否
定
的
面
と
世
俗
を
知
り
積
極
的
に
衆
生
教
化
を
行
う
面
が
あ
る
。

『法
華

玄
義
』
は
さ
ら
に
七
種
の
二
諦
を
明
か
し
て
い
る
が

(大
正
、

三
三
、
七
〇
二
、
c
)、
七
種
二
諦
と
は
蔵
通
別
円

の
四
教
と

二
諦
の
関

係
を
機

に
応
じ
て
二
諦
に
つ
い
て
七
種
に
分
け
た
も
の
で
、
後
者
の
五

種
の
二
諦
は
、
二
諦
を
説
き
な
が
ら
も
そ

の
内

容
と

し

て
、
幻
有
を

智
顗
と
吉
蔵
の
二
諦
義
の
一
断
面

(柏

倉
)

俗
、
空
を
真
、
不
空
を
中
と
し
、
空
仮
中
の
三
諦
を
構
成
要
素
と
し
て

含
ん
で
お
り
、
五
種
三
諦
に
合
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

て
つ
て
る
。

七
種
二
諦
の
中
で
も
究
極
に
位
置
す
る

円

教

の
二
諦

は
、
真
即
是

俗
、
俗
即
是
真
の
不
思
議
二
諦
と
し
て
表
現

さ
れ
る

(大
正
、
三
三
、
七

〇
三
、
b
)。
こ
れ
は
真
俗
が
不
二
に
し
て
二
、
二
に
し
て
不
二
な
る

一

法
の
異
名
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
拠
る
。
吉
蔵
に
於
て
は
、
俗
諦
は
世

俗
の
真
理
と
し
て
常
に
真
諦
の
所
破
と
な

つ
お
り
、
三
種
二
諦
に
於

い
て
も
所
破
と
能
破
は
対
等
な
不
二
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
吉
蔵
に

と
つ
て
真
諦
と
俗
諦
は

一
法
の
異
名
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
吉
蔵
に
於
て
二
諦
と
三
諦
に
つ
い
て
、
『
二
諦
義
』
巻
上
で
は
、

「常
に
二
諦
に
依
り
つ
説
法
し
つ
三
諦
を
妨
げ
ず
。
三
諦
あ
り
と
雖

も

常
に
二
諦
に
依
り
て
説
法
す
る
に
乖

か
ず
」

(大
正
、
四
五
、
九

一
、
b
)

と
説
き
、
た
と
え
三
諦
あ

つ
て
も
二
諦
を
出

る
も
の
で
は
な
い
と
見
な

し
て
い
る
。
ま
し
中
巻
で
は
二
諦
と
三
諦
に

つ
い
て
、
た
だ
衆
生
に
随

順
し
て
、
あ
る
と
き
は
二
諦
、
あ
る
と
き
は
三
諦
と
説
い
た
と
て
う
立

場
に
立

て
て
て
る

(大
正
、
―
五
、

一
〇

一
、
b
)。
つ
ま
り
吉
蔵
に
於
て

四
諦
、
二
諦
、
三
諦
、

一
諦
と
は
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
に
応
じ
て
説

か
れ
が
深
浅
優
劣
の
な
い
関
係
で
あ
る
と
い
て
る
。
ま
た
と
の
よ
う
な

立
場
は
と
「師
の
云
は
く
」、
(大
正
、
四
五
、

一
〇

一
、
c
)
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
法
朗
以
来
の
相
承
な
の
で
あ
る
。
ま
た
吉
蔵
は
さ
ら
に
も

う

一
つ
の
立
場
と
し
て

「て
の
四
諦
、
二
諦
、

一
諦
は
深
浅
大
い
に
異

な
る
」
(大
正
、
四
五
、

一
〇

一
、
c
)
い
し
、
四
諦
か
ら
二
諦
、

一
諦
、
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智
顗
と
吉
蔵
の
二
諦
義
の
一
断
面

(柏

倉
)

無
諦

へ
と
深
ま

て
て
行
く
こ
と
を
説
く
。

つ
ま
り
こ
れ
は
二
諦
が
次
か

ら
次

へ
と
転
じ
ら
れ
て
次
第
に
執
着
が
破
せ
ら
れ
行
く
立
場
で
、
三
重

二
諦
に
基
づ

い
て
い
る
。

ま
た
智
顗
以
前
の
成
実
師
は
、
三
仮
を
俗
諦
い
し
、
四
亡
を
真
諦
と

し
、
現
実
相
を
因
成
仮
、
相
続
仮
、
相
待
仮
の
三
仮
と
理
解
し
仮
有
の

存
在
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
し
て
い
た
。
天
台
教
学
に
於
て
、
現
実
世
界

は
そ
の
ま
ま
常
住
で
あ
り
、
絶
待
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
世
間
相
の

一
つ

一
つ
が
円
融
三
諦
を
内
容
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
天
台
教
学

に
於
て
円
融
三
諦
、

一
心
三
観
は
最
も
重
要
な
骨
格
を
な
す
教
義
で
あ

る
。
天
台
教
学
で
、
先
ず
仮
と
て
う
概
念
が
、
智
顗

以
前
の
仮

の
概
念

と
異
な

っ
て
、
菩
薩
の
現
実
衆
生
の
教
化
と
い
う
積
極
的
意
味
に
定
義

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
智
顗

は
、
智
慧
の
あ
る
も
の
は
但
だ
空
を
見
る
の

み
な
ら
ず
不
空
を
見
る
と
し
て
、
空
に
住
ま
る
こ
と
な
く
仮
に
入
る
べ

き
を
勧

め
る
、
こ
れ
が
従
空
入
仮
観
で
あ
る
。
入
仮
と
は
慈
悲
心
や
本

誓
願
に
よ

つ
て
積
極
的
に
衆
生
を
教
化
し
濟
度
し
、
法
た
説
く
べ
き
と

と
を
て
う
。
こ
の
よ
う
な
仮
の
思
想
の
基
調
に
は
慧
思
の
仏
教
観
の
姿

勢
の
影
響
と
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
慧
思
は
法
滅
に
よ
る
危
機
意
識
を
抱

き
、
『
法
華
経
』
を
実
践
的
関
心
に
よ

つ
て
尊
重
し
、
禅
定
を
重
視
し
、

各
地
に
於
て
仏
法
護
持
の
た
め
に
悪
比
丘
に
対
し
て
折
伏
を
行

つ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
経
典
を
自
ら
の
仏
道
実
践
の
指
針
と
し
て
妙
法
実
現

を
目
指

し
た
姿
勢
こ
そ
、
智
顗

の
仮
の
立
場
の
根
源
と
な

つ
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
利
他
行
を
勧
め
る
こ
と
は
、
吉
蔵
に
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
吉
蔵
の
教
学
の
特
徴
は
四
種
釈
義
の
内
、
因
縁
釈

義
や
顕
道
釈
義
に
見
ら
れ
、
「
道
よ
り
用
を
出
す
」
と
す

る
無
方
釈
義

は
簡
略
に
と
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
天
台
教
学
は
、
三
論
教
学

で
い
え
ぼ
無
方
釈
義
に
そ
の
思
想
的
特
色
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《結
論
》
天
台
教
学
の
二
諦
義
は
境
妙
に
説

か
れ
つ
い
る
が
、
境
智

行
の
三
者
は
、
不
縦
不
横
の
不
可
議
な
る
関
係
に
あ
り
、
二
諦
は
智
や

行
の
実
践
は
と
別
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
衆

生
教
化
の
利
他
行
と
切
り

離
し
て
説
か
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
ま
に
境

妙
に
説
か
れ
る
二
諦
義
は

円
融
三
諦
や
絶
待
妙

の
実
相
論
を
ぬ
き
に
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
。

『法
華
玄
義
』
の
二
諦
は
二
諦
を
説
き
な
が

ら
中
道
の
概
念
を
用

い

て
、
内
容
は
三
諦
を
表
し
て
い
る
。
三
諦

の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
仮

の
思
想
で
、
そ
こ
に
は
梁
の
二
十
三
家
や
三
論
学
派
に
属
す
る
人
々
い

異
な

て
つ
、
積
極
的
衆
生
教
化
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
慧
思
の
仏

教
浄
化
の
た
め
の
化
他
行
や
禅
定
重
視
の
姿
勢
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
い
え
る
。
三
諦
説
は
智
顗

以
前
の
二
諦
説
や
開
善
寺
智
蔵
の
三
諦
説

い
の
関
係
か
ら
説
明
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
仮
の
思
想

は
直
接
、
慧
思
よ
り
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
つ

て
空
と
仮
が
相
対
す
る
こ
と
と
な
り
、
『
法
華
経
』
開
会

の
絶
待
妙
に

よ
る
中
と
い
う
相
即
は
理
が
用
い
ら
れ
、
円
融
三
諦
と
し
て
成
立
し
た

と
推
測
す
る
。
ま
た
吉
蔵
は
あ
く
ま
で
三
諦
を
用
い
て
も
常
に
二
諦
に
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依

つ
て
お
り
非
二
非
不
二
の
無
執
着
の
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

故
に
天
台
教
学
に
於
け
る
三
諦
義
は
吉
蔵
の
三
重
二
諦
に
よ
つ
て
導

き
出
ざ
れ
た
も
の
で
も
な
く
と
三
種
二
諦
の
第
二
重
の
二
諦
が
天
台
教

学
の
三
諦
に
相
似
す
る
も
の
で
も
な
い
。
(
4
)

天
台
教
学
と
三
論
教
学
は
観

点
が
全
く
異
な

つ
て
い
る
と
い
え
る
。
天
台
教
学
は
三
諸
教
学
で
い
え

ば
無
方
釈
義

の
衆
生
教
化
論
や
止
観

の
実
践
論
、
『
法
華
経
』
に
基
づ

く
実
相
論
に
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
論
教
学
は
仏
の
教
え
の

言
葉
に
対
す
る
観
念
の
固
定
化
や
実
と
的
把
握
を
排
除
し
、
教
え
に
執

わ
れ
な

い
如
来
の
真
意
を
求
め
、
幾
重
に
も
執
着
を
破
し
続
け
、
無
所

得
空
を
徹
底
化
さ
せ
、
仏
法
を
深
く
探
求
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
え
る
。
天
台
教
学
は

『法
華
経
』
に
よ
っ
て
開
会
さ
れ
が
実
相
論

の
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ
る
仏
教
教
理
を
体
系
化
し
、
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
て

い
る
。

以
上
と
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
天
台
の
二
諦
義
に
於
て
も
三
論
教
学

の
思
想
的
影
響
は
見
ら
れ
ず
、
灌
頂
は
吉
蔵
の
書
を
参
考
に
し
て

『法

華
玄
義
』
を
修
治
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
旧
説
を
挙
げ
て
自
説

と
の
相
違
を
明
確
に
め
せ
、
「今
謂
不
爾
」
等
と
し
て
自
説
と
分

け

て

て
る
と

い
え
る
。

1

佐
藤
哲
英
氏
は

『天
台
大
師
の
研
究
』
の
中
で
、
『法
華
玄
義
』
は
聴

記
本
↓
整
理
本
↓
修
治
本
と
整
理
修
治
が
行
わ
れ
が
と
見
な
し
つ
い
る
。

2

『天
台
大
師
の
研
究
』
三

一
七
～
三
二
四
頁
。
平
井
俊
栄
氏
は

『法
華

文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』

一
〇

一
～

一
三
九
頁
に
於
て
、
『法
華
玄

義
』
巻
十
下
の

「記
者
私
録
」、
巻
七
下

「釈
蓮
華
」、
巻
九
下

「明
宗
」、

智
頻
と
吉
蔵
の
二
諦
義
の
一
断
面

(柏

倉
)

巻
八
上

「
正
顕
体
」
と

『
法
華
玄
論
』
と

の
対
照
を
行

っ
て

い
る
。
天
台

の
教
相
判
釈
と

『
法
華
玄
論
』
と

の
関
係

に
つ
い
て
は
、
末

光
愛
正
氏
が

「
天
台
教
学
と
三
論
教
学
」

(『
三
論
教
学

の
研
究
』
所
収
)

「
天
台
五
時
判

と
三
は
教
学

(
二
)
」

(駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
第

二
十

三
号
)
で
詳
し

く
論
し
て

い
る
。

3

灌
頂
が
吉
蔵

の
文
を
引
用
し
た
箇
所
、

つ
い
て
、
天
台

三
大
部

の
中

で

ど

の
よ
う
な
意
味

を
持

つ
も

の
で
あ
る
か
を
論
じ

た
論
文

と
し
て
、
村

中

祐

生
氏

の

「章
安
尊

者
と
嘉

祥

大

師

(序

説
)
」

(天
台
学
報

第
八
号
)
、

藤
井
教
公
氏

「天
台

と
三
論
の
交
流
―

灌
頂

の

『
法
華
玄
義
』

修
治
と
吉

蔵

『
法
華
玄
論
』

を

め

ぐ

っ
て
」

(鎌
田
茂
雄
博

士
還
暦
記
念

論
集

『
中

国

の
仏
教
と
文
化
』
所
収
)
、

拙
稿

「灌
頂

と

吉
蔵
1

『
法
華
文

句
』
に

み
ら
れ
る
吉
蔵

の
引
用
文

に

つ
い
て
」
(印
仏
研
四
十
二
巻
第

一
号
)
「
『法

華

玄
義

』

に
於
け

る
天
台
教
学
と

『
法
華
玄
論
』
―

教
相
判
釈
を
中

心
、

し
て
」
(
印
仏
研
四
十
三
第

一
号
)
が
あ
る
。

4

粟
谷
良
道
氏

は

「
天
台

三
諦
説
と
吉
蔵
二
諦
説
」

(
印

仏

研

三
十

一
巻

第

一
号
)

「
天
台

に
お
け
る
仮

の
思
想
」

(
印
仏
研

三
十

二
巻
第
二
号
)

の

中

で
、
吉

蔵

の
三
重
二
諦

か
ら
天
台

の
三
諦
説

へ
の
思
想
的
流

れ
を
指
摘

し
て

い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー

ド
〉

智
顗

、

吉
蔵
、
二
諦
義

(大
谷
大
学
大
学
院
修

了
)
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